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太田 順一（おおた・じゅんいち）

1950年奈良県生まれ。早稲田大学政
治経済学部中退。大阪写真専門学校
（現・ビジュアルアーツ専門学校 大阪）
卒業。第12回写真の会賞、日本写真協
会賞第 1回作家賞、第34回伊奈信男
賞受賞。主な写真集は、『大阪ウチナー
ンチュ』（ブレーンセンター）、『ハンセン
病療養所 百年の居場所』（解放出版社）、
『群集のまち』（ブレーンセンター）、『父
の日記』（ブレーンセンター）など。著書
に『ぼくは写真家になる！』（岩波書店）。
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狭い国狭い国狭い国土と勤土と勤土と勤土と勤勉な国勉な国勉な国勉ななな 民性か民性か性か民性か性性 ら生まら生まら生ま生まら生まれた棚れた棚れた棚れた 田。日田。日田田。日本の農本の農本の農の農農村の原村の原村の原村の 風景と風景と風景と景と景と風景ともいうもいうもいうもいうもいうもいういうべきもべきもべきもべきものだがのだがのだがのだがだがだがだ 、村人、村人、村人、村人、村人、村人村人の高齢の高齢の高齢の高齢の高齢の高齢の高齢化など化など化など化など化な化など化などで放置で放置で放置で放置で放置で放置放置され荒され荒され荒され荒され荒され荒廃して廃して廃してして廃して廃してしていっていっていっていっていっていっていっているいるいるいるいるいるいる

のが現のが現のが現のが現状だ。状だ。状だ。奈良・奈良・奈良・奈良 明日香明日香明日香明日香明日香村の人村の人村の人村の人々は々は々は々は々々 1616166年前、年前、年前、年前、年前、「棚田「棚田「棚田「棚田「棚田「棚 オーナオーナオーナーナー制度ー制度ー制度ー制度制度制度」を全」を全」を全」を全」を全国で国で国で国で国で国でで2222番目に番目に番目に番目に番目に番 導入し導入し導入し導入し導入し導入し入した。都た。都た。都た。都た。都た。都た。都市住民市住民市住民市住民市住民市住民市住民にも農にも農にも農にも農にも農にも農にも農業に参業に参業に参業に参業に参業に参業に参加して加して加して加してててもらうもらうもらうももらうことでことでことでことでとででとで

棚田の棚田の棚田の棚田棚 美しい美しい美しい美しい景観を景観を景観を景観を観をを守ろう守ろう守ろう守ろう守ろ守ろ としたとしたとしたとしたしたのだ。のだ。のだ。のだのだのだ。だ オーナオーナオーナオーナオーナオーナオ ーとなーとなーとなーとなとーとなと っった人った人った人った人っ との交との交との交との交との交との交流を深流を深流を深流を深流を流 めるなめるなめるなめるなるなかでリかでリかでリかでリかでリかでリピータピータピータピーターも増ーも増ーも増ーも増え、結え、結え、結、結、結え、結結びつきびつきびつきびつきびつきびつきびつきは強いは強いは強い強いは強い強い強いものとものとものものものとものもの なったなったったったった。その。その。その。その

ネットネットネットットワークワークワークワーククを生かを生かを生か生か生 して地して地して地して地て地て 域おこ域おこ域おこ域おこ域お域域お しの活しの活しの活しの活しの活の活動をと動をと動をと動をと動をと動をと、、、、2222年前、年前、年前、年前、前、前、村人と村人と村人と村人と村村 オーナオーナオーナオーナオーオーナーが一ーが一ーが一ーが一緒にな緒にな緒にな緒にな緒に緒 ってNってNってNってNてNPO法PO法PO法PO法PO法O 人「明人「明人「明人「明人「明人「明日香の日香の日香の日香の日香日香 未来を未来を未来を未来を未来を未 創る会創る会創る会創る会創る会創る会る 」を発」を」を」を発」を発」を」 足させ足さ足させさ た。

狭い国土と勤勉な国民性から生まれた棚田。日本の農村の原風景ともいうべきものだが、村人の高齢化などで放置され荒廃していっている

のが現状だ。奈良・明日香村の人々は16年前、「棚田オーナー制度」を全国で2番目に導入した。都市住民にも農業に参加してもらうことで
棚田の美しい景観を守ろうとしたのだ。オーナーとなった人との交流を深めるなかでリピーターも増え、結びつきは強いものとなった。その

ネットワークを生かして地域おこしの活動をと、2年前、村人とオーナーが一緒になってNPO法人「明日香の未来を創る会」を発足させた。

Junichi Ota写真・文　太田順一
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明日香明日香明日香村の棚村の棚村の棚田は「田は「田は「日本の日本の日本の棚田百棚田百棚田百選」に選」に選」に加えて加えて加えて、昨春、昨春、昨春は国のは国の「重要「重要文化的文化的化的景観」景観」観」にも選にも選にも選ばれたばれたばれた明日香村の棚田は「日本の棚田百選」に加えて、昨春は国の「重要文化的景観」にも選ばれた
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大人が田植えをしている間に、
子どもたちはオタマジャクシやア
メンボを網ですくって自然観察を

外国人も泥にまみれることで
日本を体感する。オーナーは
多種多様で、大学のゼミで参
加している学生グループもある
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オーナーに割り当てられる田は１家族につき1区画（約
100㎡）。だいたい60kgほどの米が収穫できる

子どもたちも鎌を手に稲刈りにチャレンジ。
米づくりの技術的な指導はインストラクターと呼ばれる村人（約30人）がしてくれる

観音像のジャンボ案山子。東日本大震災への祈りを
込めて「創る会」の人々が棚田の真ん中に立てた
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か か し


